
超銀河団・ラニアケア（2014 年提唱） 

 

私たちの天の川銀河が、これまで存在を知られていなかった超銀河団の一部であることが新た

にわかった。研究者達はこの超銀河団を、ハワイ語で「広大な天」を意味する「Laniakea（ラニ

アケア）」と呼んでいる。 

ラニアケア超銀河団 は、2014年に新しく提唱された超銀河団。天の川銀河が属する局部銀河

群やおとめ座銀河団もその一部であり、およそ 10万個の銀河を含んでいる。この超銀河団はハワ

イ州立大学の R. ブレント・タリー（英語版）とリヨン大学のエレーヌ・クールトアにより、銀

河の視線速度によって銀河団の境界を定める新たな手法の発表と合わせて提唱された。この新し

い超銀河団の定義は既に定義されていたおとめ座超銀河団を含んでいる。  

後の研究によると、ラニアケア超銀河団は重力による拘束を受けていないため、これらの構造

を維持することはできず、いずれ分散されてしまうと予想されている。 

 

 星が集まって星団や銀河を作るように，銀河は銀河団をなし，その銀河団は超銀河団を作る。

これらの超銀河団は並んで巨大なフィラメントやシートを形成しており，その間隙であるボイド

とともに，この宇宙で観測できる最大規模の構造を作り出している。近傍にある数千の銀河の動

きを調べた近年の研究から，天の川銀河が属する超銀河団が従来考えられていたよりもはるかに

巨大であることがわかった。この新発見の超巨大な構造は「ラニアケア超銀河団」と名づけられ

た。ラニアケアとその近隣の超銀河団をもっと詳しい地図に描けば，銀河形成に関して新たな詳

細が判明し，宇宙論の 2 大ミステリーである暗黒物質と暗黒エネルギーを解明するのに寄与する

だろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グレートアトラクター 

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=R._%E3%83%96%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%83%BC&action=edit&redlink=1
https://en.wikipedia.org/wiki/R._Brent_Tully


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連動画】ラニアケア超銀河団の動態を示したビデオ 

https://www.youtube.com/embed/rENyyRwxpHo 
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